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丸木記念福祉メディカルセンター
創立 130 周年記念式典の開催　

令和 5 年 6 月 17 日（土）、丸木記念福祉メディカルセンター創立 130 周年記念式典が盛大に執り行
われました。新型コロナウイルス感染症の拡大により、令和 4 年の開催を延期し、未だその影響が続
く中、埼玉医科大学の別所学長や大学幹部、学校法人役員、病院長をはじめ本法人と関連の深い先生
方や役員の皆様、351 名にご臨席を賜りました。

丸木清之理事長の式辞では、埼玉医科大学グループの母体病院である毛呂病院は、社会の変化やニー
ズに真摯に応えてきた結果、全国でも有数の規模の社会福祉法人へと発展を遂げてまいりました。こ
れからも 130 年の歴史や培われた伝統・思いを継承し、患者様や利用者様、地域のために質の高い仕
事をしていくことで、世のため人のために、更に
貢献していくと述べられました。

続いて、丸木多恵子センター長による『丸木記
念福祉メディカルセンター 130 年の歩み～毛呂病
院の開設からとこれから～』の上映があり、毛呂
病院開設から現在までの 130 年間の歴史を映像で
振り返ると共に、埼玉医科大学開学までの道のり、
薫風園開設と高齢者問題、長期ビジョンの変遷、
地域包括ケアシステムの構築、医療と福祉と教育
の理想郷に向けた取り組みについて紹介されまし
た。これからも、限りなき愛、優しさと思いやり、
そして、Your HAPPINESS Is Our HAPPINESS の精神のもと、大学病院群とより緊密な連携を図り、
医療と福祉と教育の理想郷を実現すべく邁進していくとの講話がありました。

また、くらしワンストップ MORO HAPPINESS 館の齋木 実館長より、『広域的な地域包括ケアシ
ステムの実践』として、訪問診療などの発表がありました。

記念コンサートでは、メゾ・ソプラノ歌手として幅広く活動されている林美智子さんと、ピアニス
トの石野真穂さんにご出演をいただきました。

本法人は毛呂病院の創立より、多彩かつ多様な事業を通じて社会貢献を果たしてまいりました。 
130 周年目に開催された本式典を節目として、医療と福祉と教育の理想郷を実現すべく、埼玉医科大
学グループの質の高い医療の実現に欠かせない役割を担い続けるとともに、地域包括ケアシステムの
推進に寄与してまいりますので、今後ともよろしくお願い致します。

記念講演（丸木多恵子センター長）

林美智子さんによる記念コンサート医療と福祉と教育の理想郷を目指して



MARUKI KINEN FUKUSHI MEDICAL CENTER NEWS 3

丸木記念福祉メディカルセンターの歩み（式典で使用された画像の一部を抜粋）

毛呂山町健幸づくりのまち宣言への協力
毛呂山町では、令和 5 年 4 月より、世代や障害の有無に関わらず、

住民一人ひとりが健康で幸せに暮らせるまち＝健幸づくりのまち
宣言を行い、推進が始まりました。3 月 27 日にはキックオフイベ
ントがこの企画の基地局となった HAPPINESS 館において開催さ
れました。

丸木清之理事長をはじめ、町内各地域の「ゆずフィット」の方々
など、多くの来賓が参加されました。住民が健康で幸せな生活を
送るための施策が展開される予定です。

副院長 紹介　新任のご挨拶　中田副院長
令和 5 年 5 月より着任致しました、中田一之と申します。
これまでは循環器内科を主とする救命救急医療に従事してまいりましたが、この

度は当センターにて内科医の一員として勤務させていただくこととなりました。初
期医療から受け継いだ患者様へ、当センターの理念である『限りなき愛』を精一杯
注ぐ医療を提供してまいりたいと思います。

看護部長代行 紹介　新任のご挨拶　横塚看護部長代行
令和 5 年 4 月 1 日付で看護部長代行を拝命致しました。
これまで埼玉医科大学病院で勤務をしており、丸木記念福祉メディカルセンター

が担う後方支援的役割を目の当たりにしておりました。
患者様・利用者様が、安心して住み慣れた地域でその人らしい生活を送ることが

できるよう、看護部は「限りなき愛」の理念のもと、思いやりをもって安全で安心
な質の高い看護・介護を提供してまいります。

中田 副院長

横塚 看護部長代行

キックオフイベントの様子

明治 25 年創立時 初代院長 2 代目院長 県内初の総合病院へ

病床寄付を基に医大開設 毛呂病院本部ビル 完成 日本初の複合施設開設 名称変更

HAPPINESS 館 開設 県内初のホスピスカー 地域との交流 名誉理事長の教え
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丸木記念福祉メディカルセンター
〒 350-0495 埼玉県入間郡毛呂山町毛呂本郷 38
TEL　０４９－２７６－１４９６（代表・外来予約）
介護老人保健施設 薫風園 ０４９－２７６－１９４５
ナーシングヴィラ本郷 ０４９－２７６－１０７７
くらしワンストップ MORO HAPPINESS 館 ０４９－２７６－１７００
在宅療養支援診療所 HAPPINESS 館クリニック ０４９－２７６－１８５２

丸木記念福祉メディカルセンターニュース No.10
令和 5 年 10 月 19 日　埼玉医療福祉会 発行

編集：酒井 修　小林 明弘　吉澤 宏冶　長谷部 琢也　小林 星羅　鈴江 久美
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介護職実習を実施しました（大川学園　日高高校）
大川学園医療福祉専門学校、埼玉県立日高高等学校の

生徒による介護実習を行いました。
レクリエーションや食事介助等の体験を行いながら積

極的に利用者様とコミュニケーションを取り、学びを深
め実習に励んでいました。

今後も地域に必要な介護人材の育成に貢献してまいり
ます。

新人スタッフ 紹介（看護師　理学療法士　作業療法士　介護福祉士）

新人スタッフ自己紹介　（1. 意気込み　2. 得意な事　3. 座右の銘、好きな言葉）
1. 常に新しい知識や技術を学び
　頑張ります。
2. 整理整頓
3. 聞くは一時の恥聞かぬは一生の恥

1. 患者様から信頼される PT を
　目指します。
2. 運動
3. 七転び八起き

木村 看護師 伊藤 理学療法士

1. 利用者様が安心して過ごせる
　介護を心がけます。
2. 料理
3. 雲の上はいつも晴れ

1. 毎日出来る業務を増やして
　いけるよう頑張ります。
2. お菓子作り
3. 笑う門には福来る

齋藤 介護福祉士 佐藤 作業療法士

編集後記
埼玉医療福祉会は明治 25 年の毛呂病院開設から 130 年が経ちました。この節目に開設からの歴史

を振り返ると、先人たちは地域の課題に真摯に向き合い、解決に向けて様々な事業を行ってきたこ
とが伝わってきます。この思い、取り組みを引継ぎ、これからの時代に向けて、次の歴史を新しい職
員たちと紡いでいきたいと思います。新人スタッフは、患者様・利用者様のため、自身のスキルを役
立てていこうと意気込みを語ってくれました。このことは、まさに当センターのスローガンである、
Your HAPPINESS Is Our HAPPINESS の実践と思われます。

食事の準備レクリエーション


